
死

の

概

念

1
脳
死
説
の
位
置
づ
け
一

粟
 
 
屋

剛

は
じ
め
に
1
本
稿
の
目
的
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
近
時
、
我
国
で
も
、
脳
死
は
死
で
あ
る
、
あ
る
い
は
、
脳
死
は
医
学
的
に
は
死
で
あ
る
、
と
い
う
声
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 

根
拠
は
何
な
の
か
。
筆
者
は
数
年
前
か
ら
、
脳
死
説
は
、
臓
器
移
植
医
療
の
推
進
、
生
命
維
持
治
療
の
中
止
、
あ
る
い
は
脳
死
身
体
の
各

種
利
用
、
な
ど
と
い
う
特
定
の
意
図
、
目
的
を
捨
象
し
て
考
え
る
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
に
正
当
化
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
果

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぞ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
し
て
正
当
化
さ
れ
得
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
き
た
。
本
稿
は
、
死
の
概
念
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の

点
に
一
応
の
結
論
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

 
脳
死
は
人
間
の
死
か
。
論
理
的
に
は
、
そ
れ
は
死
で
あ
る
か
な
い
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
事
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
実

は
、
こ
の
問
い
自
体
に
し
て
す
で
に
曖
昧
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
に
あ
る
死
の
概
念
に
て
ら
し
て
脳
死
は
死
で
あ
る
と
客
観
的
、
理
論
的

に
判
断
さ
れ
る
か
否
か
、
と
い
う
問
い
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
個
々
人
の
抱
く
死
の
イ
メ
ー
ジ
に
て
ら
し
て
個
々
人
が
主
観
的
、
感
覚
的

に
脳
死
を
死
と
判
断
す
る
か
否
か
、
と
い
う
問
い
な
の
か
。
両
者
は
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
前
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二

者
に
限
定
し
て
考
察
す
る
。

死の概念剛1991年12月 粟屋

（
1
）
「
脳
死
」
は
通
常
、
脳
機
能
の
不
可
逆
的
停
止
と
定
義
さ
れ
る
。
こ
れ
は
脳
の
機
能
に
着
目
し
て
脳
死
概
念
を
定
立
す
る
も
の
で
あ
る
（
い
わ

 
ゆ
る
機
能
現
説
）
が
、
そ
れ
に
対
し
て
脳
の
器
質
的
な
変
化
に
着
目
し
て
脳
死
概
念
を
定
立
す
る
立
場
も
あ
る
（
い
わ
ゆ
る
器
質
死
説
）
。

（
2
）
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
最
近
で
は
臨
時
脳
死
及
び
臓
器
移
植
調
査
会
の
中
間
意
見
〔
多
数
意
見
〕
（
一
九
九
一
年
六
月
一
四
日
）
、
少
し
古

 
く
、
日
本
医
師
会
生
命
倫
理
懇
談
会
の
最
終
報
告
（
一
九
八
八
年
一
月
一
二
日
）
、
日
本
法
医
学
会
脳
死
に
関
す
る
委
員
会
の
中
間
報
告
H
（
日

 
本
法
医
学
雑
誌
第
四
二
巻
第
四
・
五
号
（
一
九
八
八
年
）
四
〇
七
頁
以
下
）
等
。
医
学
文
献
の
大
半
は
こ
の
よ
う
に
い
う
。

 
 
法
律
家
の
学
説
と
し
て
は
、
植
松
正
「
心
臓
移
植
、
死
体
損
壊
、
死
の
判
定
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
〇
七
号
（
一
九
六
八
年
）
六
〇
頁
以
下
、
加
藤

 
 
一
郎
「
心
臓
移
植
手
術
を
め
ぐ
る
問
題
点
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
〇
七
号
（
一
九
六
八
年
）
六
五
頁
以
下
な
ど
は
古
く
か
ら
こ
の
よ
う
に
い
う
。
他

 
に
、
斉
藤
誠
二
「
刑
法
に
お
け
る
死
の
概
念
と
人
工
蘇
生
術
の
中
断
1
、
2
、
3
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
第
三
〇
巻
（
一
九
七
七
年
）
第
四
号
五
八
頁

 
以
下
、
第
五
号
六
〇
頁
以
下
、
第
六
号
四
六
頁
以
下
、
平
野
龍
一
「
刑
法
に
お
け
る
『
出
生
』
と
『
死
亡
』
」
『
犯
罪
論
の
諸
問
題
㈲
』
（
一
九
八

 
二
年
）
二
五
九
頁
以
下
等
。

（
3
）
脳
死
は
人
間
の
死
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
。
こ
の
脳
死
説
は
、
さ
ら
に
、
全
脳
の
機
能
の
不
可
逆
的
停
止
を
死
と
す
る
全
脳
小
説
（
我
国
で
は

 
多
数
）
、
脳
幹
の
機
能
の
不
可
逆
的
停
止
を
死
と
す
る
脳
幹
死
説
、
大
脳
の
機
能
の
不
可
逆
的
停
止
を
死
と
す
る
大
脳
死
説
な
ど
に
分
類
さ
れ
る
。

 
そ
れ
ら
の
理
由
づ
け
は
様
々
で
あ
る
。

（
4
）
筆
者
は
以
前
、
①
脳
死
説
の
正
当
性
は
ま
ず
臓
器
移
植
医
療
の
推
進
や
生
命
維
持
治
療
の
中
止
な
ど
と
い
う
特
定
の
意
図
、
目
的
を
捨
象
し
て

 
純
粋
に
学
問
と
し
て
の
医
学
の
見
地
か
ら
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
②
も
し
脳
死
説
が
純
粋
に
医
学
的
に
正
当
で
あ
る
と
さ
れ
る
な
ら

 
ば
、
そ
れ
は
社
会
的
、
法
的
に
も
是
認
さ
れ
う
る
、
③
脳
死
説
の
医
学
的
正
当
性
が
明
ら
か
で
な
く
と
も
、
特
定
の
意
図
、
目
的
か
ら
社
会
的
、

 
法
的
に
、
合
理
的
選
択
と
し
て
脳
死
説
を
採
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
、
と
考
え
た
（
法
と
生
活
研
究
会
編
『
法
と
生
活
』
第
五
版
（
一
九
八
九

 
年
）
五
七
頁
以
下
）
。
し
か
し
、
後
に
み
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
、
脳
死
馬
の
正
当
性
は
、
医
学
の
見
地
か
ら
の
み
で
は
論
証
で
き
な
い
。
こ
の

 
点
に
関
し
て
、
筆
者
と
同
様
の
過
ち
を
犯
す
も
の
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
大
谷
実
「
刑
法
に
お
け
る
人
の
生
命
の
保
護
」
『
団
藤
重
光
博
士
古
稀

 
祝
賀
論
文
集
』
（
一
九
八
四
年
）
第
二
巻
三
四
八
頁
、
深
谷
松
男
「
脳
死
問
題
に
対
す
る
民
法
的
視
角
か
ら
の
一
考
察
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
八
七
号

 
（
一
九
九
一
年
）
二
六
頁
等
。
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第36号

 
 
な
お
、
脳
死
説
は
臓
器
移
植
の
た
め
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
断
言
す
る
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
落
合
京
一
郎
「
な
し
崩
し
の
移
植
再
開

 
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
新
医
療
第
一
五
巻
第
三
号
（
一
九
八
八
年
）
三
二
頁
、
梅
原
猛
・
中
川
米
造
「
脳
死
一
ど
こ
に
、
い
か
に
問
題
は
あ

 
る
か
一
」
仏
教
別
冊
4
『
脳
死
・
尊
厳
死
』
（
一
九
九
〇
年
）
九
頁
〔
梅
原
発
言
〕
、
梅
原
猛
「
脳
死
・
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
徒
は
反
対
す
る
」
文
芸

 
春
秋
一
九
九
〇
年
一
二
月
号
三
四
九
頁
、
脳
死
・
臓
器
移
植
に
反
対
す
る
市
民
会
議
「
な
ぜ
脳
死
・
臓
器
移
植
に
反
対
す
る
の
か
」
技
術
と
人
間

 
臨
時
増
刊
号
『
脳
死
・
臓
器
移
植
を
問
う
』
（
一
九
九
一
年
）
七
頁
、
福
本
英
子
「
脳
死
臨
調
『
中
間
意
見
』
を
批
判
す
る
」
技
術
と
人
間
一
九

 
九
一
年
七
月
号
＝
頁
等
。

（
5
）
そ
も
そ
も
、
死
の
概
念
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
し
に
脳
死
が
死
で
あ
る
こ
と
（
あ
る
い
は
そ
う
で
な
い
こ
と
）
を
論
証
で
き
な
い
は
ず
で
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
る
。
死
の
定
義
づ
け
一
し
ば
し
ば
目
的
的
な
一
を
試
み
る
学
説
は
多
い
が
、
現
に
あ
る
死
の
概
念
を
探
る
試
み
は
皆
無
に
等
し
い
。

徳山大学論叢

二
 
死
の
概
念
の
考
察
（
一
）

 
脳
死
は
人
間
の
死
か
、
と
い
う
問
い
に
答
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
死
と
は
な
に
か
、
と
り
わ
け
人
間
の
死
と
は
何
か
、
が
明
ら
か
に

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
人
間
の
死
の
概
念
を
探
る
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
次
の
三
点
に
つ
い
て
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
れ
は
、
す
な
わ
ち
、
e
死
の
概
念
は
、
「
死
ん
で
い
る
」
と
い
う
死
亡
の
状
態
（
静
態
）
を
さ
す
の
か
、
そ
れ
と
も
、
「
死
ぬ
」
と
い
う

ヘ
 
ヘ
 
 
 
 
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

動
態
-
生
〈
生
き
て
い
る
〉
か
ら
死
亡
状
態
〈
死
ん
で
い
る
〉
へ
の
転
帰
一
を
さ
す
の
か
、
⇔
い
か
な
る
種
類
（
な
い
し
レ
ベ
ル
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 

の
死
の
概
念
-
生
物
学
的
、
医
学
的
、
社
会
的
、
法
的
一
が
探
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
壁
宿
の
概
念
-
特
に
社
会
的
な

死
の
概
念
1
は
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
る
（
な
い
し
、
さ
れ
て
き
た
）
の
か
、
具
体
的
に
は
、
死
の
概
念
は
医
学
的
に
定
ま
り
、

社
会
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
（
受
け
入
れ
て
き
た
）
の
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
れ
は
社
会
自
体
が
決
め
る
（
決
め
て
き
た
）
の
か
、
の
三
点

で
あ
る
。
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1991年12月 粟屋 剛：死の概念

四

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

 
第
一
に
、
死
の
概
念
は
、
「
死
ん
で
い
る
」
と
い
う
死
亡
の
状
態
（
静
態
）
を
さ
す
の
か
、
そ
れ
と
も
、
「
死
ぬ
」
と
い
う
動
態
一
生

か
ら
死
亡
状
態
へ
の
転
帰
 
 
を
さ
す
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
論
理
的
に
は
両
者
と
も
考
え
ら
れ
う
る
。
し
か
し
、
問
題
と
な
る
の

は
、
人
が
い
つ
死
ん
だ
か
、
と
い
う
死
の
時
点
の
判
定
で
あ
る
か
ら
、
以
下
で
は
、
た
と
え
時
間
的
幅
を
も
つ
概
念
で
あ
る
と
し
て
も
、

 
 
 
 
 
 
ヘ
 
ヘ
 
ヘ
 
ヘ
 
ヘ
 
ヘ
 
ヘ
 
ヘ
 
ヘ
 
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
死
ぬ
」
と
い
う
動
態
と
し
て
の
死
の
概
念
を
探
究
す
る
こ
と
と
す
る
。

 
第
二
に
、
い
か
な
る
種
類
（
な
い
し
レ
ベ
ル
）
の
死
の
概
念
 
 
生
物
学
的
、
医
学
的
、
社
会
的
、
法
的
1
が
探
究
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
。

 
ま
ず
、
死
の
生
物
学
的
概
念
（
生
物
学
的
概
念
と
し
て
の
死
）
と
は
、
高
等
動
物
の
み
な
ら
ず
、
植
物
や
単
細
胞
動
物
な
ど
を
含
め
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
ヘ
 
ヘ
 
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
物
全
般
に
つ
い
て
、
生
物
学
的
考
察
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
死
の
概
念
で
あ
る
、
と
し
て
お
く
。
生
物
学
的
に
は
、
生
物

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
 

一
般
の
死
は
あ
る
一
時
点
で
生
起
す
る
も
の
で
は
な
く
、
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
生
起
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
一
そ
の
プ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ロ
セ
ス
は
全
細
胞
の
死
滅
に
よ
っ
て
完
結
す
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
一
。
こ
の
よ
う
な
、
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
死
の
生
物
学
的
概

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

念
の
考
察
は
、
生
物
学
の
立
場
か
ら
は
有
意
で
あ
ろ
う
が
、
脳
死
は
人
間
の
死
か
、
と
い
う
点
を
判
断
す
る
う
え
で
は
直
戴
に
は
役
立
た

 
 
り
 

な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
次
に
、
死
の
医
学
的
概
念
（
医
学
的
概
念
と
し
て
の
死
）
と
は
、
特
に
人
間
と
い
う
種
に
つ
い
て
、
医
学
的
考
察
に
基
づ
い
て
決
定
さ

れ
る
と
こ
ろ
の
死
の
概
念
で
あ
る
、
と
し
て
お
く
。
さ
て
、
医
学
的
な
死
の
概
念
が
特
に
人
間
の
み
に
妥
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て

も
、
そ
れ
は
、
生
物
学
的
な
死
の
概
念
と
の
整
合
性
が
要
求
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
に
つ
い
て
の
医
学
的
な
死
の
概
念

は
、
生
物
一
般
に
つ
い
て
の
生
物
学
的
な
死
の
概
念
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
医
学

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

的
な
死
の
概
念
も
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
、
医
学
的
な
死
の
概
念
は
、
い
わ
ゆ
る

 
 
 
り
 

死
戦
期
後
の
、
一
連
の
生
体
構
造
の
崩
壊
過
程
-
心
臓
・
肺
・
脳
な
ど
の
各
臓
器
の
機
能
の
停
止
（
及
び
血
液
循
環
の
停
止
）
に
始
ま

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
 

り
、
体
温
低
下
、
血
液
就
下
、
死
後
硬
直
な
ど
と
続
き
、
や
が
て
は
組
織
・
臓
器
の
腐
敗
、
自
家
融
解
に
至
り
、
最
終
的
に
は
全
細
胞
の
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第36号徳山大学論叢

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
 

死
滅
に
よ
っ
て
完
結
す
る
一
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

 
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
死
の
医
学
的
概
念
を
基
準
と
す
る
な
ら
ば
、
脳
死
説
は
も
ち
ろ
ん
、
従
来
の
三
徴
候
説
で
す
ら
、
妥
当
性
を
失

な
う
こ
と
に
な
る
（
脳
死
は
も
ち
ろ
ん
死
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
従
来
の
三
徴
候
説
に
よ
る
死
の
判
定
も
誤
り
と
い
う
こ
と
に

な
る
）
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
死
の
医
学
的
概
念
の
考
察
は
、
医
学
の
立
場
か
ら
は
有
意
で
あ
ろ
う
が
、
脳
死
は
人
間
の
死
か
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
 

と
い
う
点
を
判
断
す
る
う
え
で
は
直
戴
に
は
役
立
た
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
な
お
、
本
来
の
意
味
に
お
け
る
医
学
的
な
死
の
概
念
は
上
述
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
通
常
、
「
医
学
的
な
」
（
あ
る
い

は
哲
学
的
な
？
）
死
の
概
念
と
し
て
提
唱
さ
れ
て
い
る
学
説
は
、
こ
れ
と
は
異
な
る
。
そ
れ
に
は
、
た
と
え
ば
、
死
と
は
生
命
の
中
枢
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
へ

司
る
器
官
の
不
可
逆
的
機
能
停
止
で
あ
る
と
す
る
も
の
、
死
と
は
全
体
と
し
て
の
生
体
（
有
機
体
）
を
統
合
す
る
機
能
の
不
可
逆
的
停
止

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
 

で
あ
る
と
す
る
も
の
、
あ
る
い
は
、
死
と
は
生
命
の
環
（
脳
、
心
臓
、
肺
の
三
臓
器
の
連
結
）
の
切
断
で
あ
る
と
す
る
も
の
、
な
ど
が
あ

 
れ
 

る
。 

こ
れ
ら
の
学
説
に
よ
る
な
ら
ば
、
確
か
に
、
脳
死
は
人
間
の
死
か
、
と
い
う
点
を
判
断
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
学
説
は
、
あ
ら

か
じ
あ
、
一
定
の
結
論
-
脳
死
は
死
で
あ
る
、
あ
る
い
は
脳
死
は
死
で
は
な
い
一
を
引
き
出
せ
る
よ
う
、
合
目
的
的
に
構
成
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
は
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
死
を
定
義
で
き
る
の
か
、
と
い
う
点
の
論
証
は
な
い
。

 
と
こ
ろ
で
、
死
の
社
会
的
概
念
（
社
会
的
概
念
と
し
て
の
死
）
と
は
、
現
在
、
社
会
に
お
い
て
形
成
さ
れ
て
い
る
（
あ
る
い
は
、
長
年

の
間
に
社
会
に
お
い
て
形
成
さ
れ
て
き
た
）
と
こ
ろ
の
、
特
に
人
間
に
つ
い
て
の
死
の
概
念
で
あ
る
、
と
し
て
お
く
。
前
述
の
よ
う
に
、

生
物
学
的
及
び
医
学
的
な
死
の
概
念
は
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
把
握
さ
れ
た
が
、
社
会
自
体
が
一
定
の
目
的
（
な
い
し
価
値
観
）
に
よ

り
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
か
ら
イ
ベ
ン
ト
ー
点
一
と
し
て
選
び
出
し
た
の
が
社
会
的
な
死
の
概
念
で
あ
る
と
い
え
る
。
脳
死
説
を
正
当

に
評
価
す
る
た
め
に
は
、
恣
意
的
に
死
の
概
念
を
定
立
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
よ
う
な
社
会
的
な
死
の
概
念
が
探
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
法
的
な
死
の
概
念
が
社
会
的
な
死
の
概
念
を
前
提
と
し
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い

五
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（
法
的
な
死
の
概
念
の
考
察
の
た
め
に
は
、
社
会
的
な
死
の
概
念
の
考
察
が
不
可
欠
で
あ
る
）
。

 
第
三
に
、
死
の
概
念
 
 
特
に
社
会
的
な
死
の
概
念
1
は
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
る
（
な
い
し
、
さ
れ
て
き
た
）
の
か
、
具
体

的
に
は
、
死
の
概
念
は
医
学
的
に
定
ま
り
、
社
会
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
（
受
け
入
れ
て
き
た
）
の
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
れ
は
社
会
自
体

が
決
あ
る
（
決
め
て
き
た
）
の
か
。

 
こ
の
点
に
関
し
て
は
す
で
に
、
何
が
人
間
の
死
で
あ
る
か
は
医
学
が
決
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
医
学
的
知
見
を
基
礎
と
し
な
が
ら
も
社

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 

会
が
決
め
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
趣
旨
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
よ
う
な
指
摘
は
数
多
く
な
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
ま
り
重
要
視

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
）
。

 
前
述
の
よ
う
に
、
人
間
を
含
め
て
生
物
一
般
の
死
は
生
物
学
的
に
は
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
全
細
胞
の
死

滅
に
よ
っ
て
完
結
す
る
と
い
え
よ
う
が
、
人
類
は
、
人
間
の
死
を
、
そ
の
全
細
胞
の
死
滅
の
時
点
を
侯
た
ず
に
、
そ
れ
よ
り
早
く
認
定

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

し
、
葬
儀
、
埋
葬
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
な
ぜ
そ
う
な
の
か
は
、
生
物
学
的
、
医
学
的
に
は
説
明
で
き
な
い
。
ま
さ
に
そ
れ
は
社
会
が
目

、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
2
）

的
の
た
め
に
決
め
て
き
た
の
で
あ
る
。

 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

（
1
）
「
静
態
と
し
て
の
死
の
概
念
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

（
2
）
「
動
態
と
し
て
の
死
の
概
念
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

（
3
）
死
の
概
念
の
種
類
（
な
い
し
レ
ベ
ル
）
に
つ
い
て
は
通
常
、
自
然
的
生
物
的
次
元
で
の
死
、
社
会
的
次
元
で
の
死
、
法
的
次
元
で
の
死
、
な
ど

 
に
分
類
さ
れ
る
（
唄
孝
一
『
脳
死
を
学
ぶ
』
（
一
九
八
九
年
）
＝
二
五
、
＝
二
六
頁
）
。
な
お
、
他
に
、
森
岡
正
博
『
生
命
学
へ
の
招
待
』
（
一
九

 
八
八
年
）
一
九
〇
頁
以
下
は
、
死
の
概
念
は
、
科
学
的
事
実
と
し
て
の
死
、
哲
学
的
レ
ベ
ル
の
死
、
法
的
レ
ベ
ル
の
死
、
の
お
よ
そ
三
つ
の
レ
ベ

 
ル
に
区
分
さ
れ
る
と
す
る
。

（
4
）
加
賀
乙
彦
・
本
田
勝
紀
「
『
脳
死
』
か
『
心
臓
死
』
か
」
（
連
載
「
脳
死
を
考
え
る
」
第
六
回
）
世
界
一
九
九
〇
年
一
月
号
三
三
九
頁
〔
本
田
発

 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
言
〕
は
、
動
態
と
し
て
の
死
の
概
念
と
し
て
心
臓
死
説
（
三
徴
候
説
〔
注
（
1
5
）
〕
）
を
と
り
な
が
ら
も
、
い
わ
ゆ
る
早
期
死
体
現
象
を
呈
す
る
死
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体
の
状
態
を
根
拠
と
し
て
死
は
わ
か
り
や
す
い
も
の
だ
と
す
る
が
、
そ
れ
は
静
懲
と
し
て
の
死
の
概
念
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
脳
死

 
は
入
間
の
死
か
、
と
い
う
問
題
を
考
え
る
際
に
こ
の
よ
う
な
死
の
概
念
を
も
ち
だ
す
な
ら
ば
、
議
論
は
混
乱
す
る
。

（
5
）
死
は
人
間
の
み
に
関
係
す
る
事
象
ω
碧
げ
①
（
な
い
し
現
象
勺
7
田
口
。
葺
Φ
目
）
で
は
な
く
、
生
物
（
生
命
体
）
一
般
に
共
通
す
る
事
象
（
な
い
し

 
現
象
）
で
あ
る
か
ら
、
生
物
学
的
見
地
か
ら
一
般
的
に
死
の
概
念
を
定
立
し
ょ
う
と
す
る
場
合
、
す
べ
て
の
生
物
（
生
命
体
）
が
視
野
に
入
る
の

 
は
当
然
で
あ
る
。

（
6
）
し
た
が
っ
て
、
一
般
的
な
、
死
の
生
物
学
的
概
念
を
、
脳
や
心
臓
な
ど
の
器
官
に
着
目
し
て
定
立
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
も

 
そ
も
脳
や
心
臓
を
も
た
な
い
生
物
も
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

（
7
）
シ
ド
ニ
ー
宣
言
〈
死
に
関
す
る
声
明
〉
（
一
九
六
八
年
八
月
に
、
シ
ド
ニ
ー
に
お
け
る
第
二
二
回
世
界
医
師
会
総
会
で
採
択
さ
れ
た
も
の
）
、

 
英
国
王
立
医
学
会
家
①
ヨ
。
影
昌
α
口
日
8
夢
o
U
鼠
σ
q
口
。
巴
の
。
隔
U
。
富
戸
已
げ
①
b
餌
ロ
8
戸
司
Φ
ぴ
●
ω
り
一
団
P
g
b
。
①
一
1
ま
ト
。
、
ポ
ー
ル
・
ブ
リ
ッ

 
チ
ェ
（
佐
藤
登
志
郎
・
古
郡
悦
子
訳
）
『
生
と
死
の
境
界
 
医
学
・
法
律
・
倫
理
か
ら
み
た
諸
問
題
』
（
一
九
八
五
年
）
二
六
頁
等
。

（
8
）
た
だ
し
、
「
全
細
胞
の
死
」
そ
の
も
の
が
人
間
の
死
（
医
学
的
、
自
然
科
学
的
死
）
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
水
谷
弘
『
脳

 
死
論
』
（
一
九
八
六
年
）
二
八
九
頁
（
た
だ
し
、
八
二
頁
の
記
述
は
、
本
文
と
同
趣
旨
と
思
わ
れ
る
）
、
同
『
脳
死
と
生
命
』
（
一
九
八
八
年
）
六

 
 
一
頁
、
梅
原
猛
「
多
数
意
見
は
論
理
的
に
破
綻
し
て
い
る
」
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
九
九
一
年
六
月
二
八
日
号
二
二
頁
等
。
な
お
、
よ
り
具
体
的
に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
す
べ
て
の
細
胞
活
動
の
完
全
か
つ
永
久
的
な
停
止
が
死
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
（
℃
一
P
b
d
目
巴
里
U
Φ
讐
貫
。
。
b
。
〉
。
鐙
Z
Φ
霞
。
。
匡
円
⊆
同
σ
q
一
。
9
。
耀

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ

 
一
》
一
（
一
㊤
c
。
①
）
）
。
た
だ
、
こ
れ
は
、
全
細
胞
の
構
造
的
崩
壊
を
死
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
9
）
た
だ
し
、
基
礎
生
物
学
は
死
の
問
題
に
つ
い
て
比
較
的
最
近
ま
で
あ
ま
り
強
い
関
心
を
払
っ
て
こ
な
か
っ
た
、
・
と
い
う
指
摘
が
あ
る
（
舘
鄭

 
「
身
体
を
考
え
る
基
本
姿
勢
一
生
物
学
の
目
一
」
仏
教
別
冊
4
『
脳
死
・
尊
厳
死
』
（
一
九
九
〇
年
）
一
四
五
頁
）
。
ま
た
、
同
様
な
指
摘
と

 
し
て
、
青
木
清
「
生
命
と
死
-
生
物
学
的
死
と
人
間
の
死
」
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
デ
ー
ケ
ン
他
『
死
を
考
え
る
』
（
一
九
八
六
年
）
二
六
頁
。
な

 
お
、
岡
田
節
入
「
生
物
界
に
お
け
る
生
と
死
の
様
式
」
多
田
富
雄
・
河
合
隼
雄
編
『
生
と
死
の
様
式
』
（
一
九
九
一
年
）
一
〇
〇
頁
は
、
生
物
学

 
と
し
て
は
、
死
と
い
う
事
実
は
あ
い
ま
い
で
あ
り
、
研
究
の
対
象
と
し
て
は
取
り
上
げ
難
い
面
が
あ
る
、
と
い
う
。

（
1
0
）
生
物
学
的
な
死
の
概
念
は
時
闇
的
な
幅
を
も
つ
概
念
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
動
態
と
し
て
の
死
の
概
念
と
考
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
可
能
で
あ

 
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
文
の
よ
う
に
、
生
物
学
的
な
死
の
概
念
は
有
用
で
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

（
1
1
）
前
掲
臨
時
脳
死
及
び
臓
器
移
植
調
査
会
の
中
間
意
見
〔
多
数
意
見
〕
（
一
九
九
一
年
六
月
一
四
日
）
も
、
「
医
学
的
に
見
た
『
人
の
死
』
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
『
人
の
生
』
と
同
じ
く
一
連
の
出
来
事
で
あ
」
る
（
傍
点
筆
者
）
、
と
す
る
（
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
続
け
て
、
「
こ
こ
で
い
う
『
医
学
的
に
見
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た
人
の
死
』
と
は
、
人
の
死
亡
時
点
を
判
断
す
る
た
め
の
医
学
的
基
準
に
他
な
ら
な
い
」
、
と
も
い
う
）
。

（
1
2
）
死
戦
期
と
は
、
生
命
を
か
ろ
う
じ
て
維
持
す
る
程
度
の
循
環
動
態
が
保
た
れ
て
い
る
も
の
の
、
脳
、
腎
臓
、
肝
臓
な
ど
の
重
要
臓
器
の
機
能
を

 
維
持
す
る
に
は
不
充
分
で
、
ま
さ
に
死
に
直
面
し
、
あ
る
い
は
死
に
至
る
過
程
に
あ
る
と
も
い
え
る
時
期
を
い
う
（
南
山
堂
医
学
大
辞
典
第
一
七

 
版
（
一
九
九
〇
年
）
）
。

（
1
3
）
血
液
就
下
と
は
、
死
亡
に
伴
う
血
液
循
環
の
停
止
に
よ
り
血
液
が
体
の
低
位
に
集
ま
っ
て
く
る
現
象
を
い
う
（
三
木
敏
行
「
死
の
判
定
」
木
村

 
尚
三
郎
編
『
生
と
死
■
』
（
一
九
八
四
年
）
一
五
四
頁
）
。

（
1
4
）
た
だ
し
、
通
常
、
体
温
の
低
下
、
血
液
就
下
、
死
後
硬
直
以
下
の
流
れ
は
死
の
判
定
後
の
「
死
体
現
象
」
（
す
な
わ
ち
、
静
態
と
し
て
の
死
）

 
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
三
木
敏
行
・
前
掲
「
死
の
判
定
」
木
村
尚
三
郎
編
『
生
と
死
H
』
（
一
九
八
四
年
）
一
六
七
頁
以
下
参
照
）
。

（
1
5
）
人
間
の
死
を
、
①
脈
拍
の
停
止
、
②
呼
吸
の
停
止
、
③
瞳
孔
反
射
の
消
失
、
の
い
わ
ゆ
る
三
徴
候
に
よ
っ
て
判
定
す
る
方
法
。

（
1
6
）
医
学
的
な
死
の
概
念
は
時
間
的
な
幅
を
も
つ
概
念
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
動
態
と
し
て
の
死
の
概
念
と
考
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
可
能
で
あ
る

 
（
生
物
学
的
な
死
の
概
念
の
場
合
と
同
様
）
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
文
の
よ
う
に
、
医
学
的
な
死
の
概
念
は
有
用
で
な
い
と
い
う
こ
と
に

 
な
る
。

（
1
7
）
こ
の
帰
結
は
通
常
、
生
命
の
中
枢
を
司
る
器
官
は
脳
で
あ
る
、
し
た
が
っ
て
脳
の
不
可
逆
的
機
能
停
止
す
な
わ
ち
脳
死
は
死
で
あ
る
、
と
な
る

 
（
斉
藤
誠
二
「
刑
法
に
お
け
る
死
の
概
念
-
脳
死
説
の
立
場
か
ら
一
」
日
本
医
師
会
雑
誌
第
九
四
巻
第
＝
号
（
一
九
八
五
年
）
一
八
八
○
頁
、

 
同
「
医
療
技
術
の
進
歩
と
法
一
脳
死
と
臓
器
移
植
を
中
心
と
し
て
」
本
間
三
郎
・
沢
田
早
速
他
『
臓
器
移
植
1
そ
の
愛
・
法
・
倫
理
』
（
一
九

 
八
九
年
）
一
二
六
頁
以
下
）
。

（
1
8
）
こ
の
帰
結
は
通
常
、
そ
の
全
体
と
し
て
の
生
体
（
有
機
体
）
を
統
合
す
る
機
能
を
有
す
る
の
は
脳
で
あ
る
、
し
た
が
っ
て
脳
の
不
可
逆
的
機
能

 
停
止
す
な
わ
ち
脳
死
は
死
で
あ
る
、
と
な
る
（
前
掲
臨
時
脳
死
及
び
臓
器
移
植
調
査
会
の
中
間
意
見
〔
多
数
意
見
〕
（
一
九
九
一
年
六
月
一
四

 
日
）
。
他
に
、
前
掲
日
本
医
師
会
生
命
倫
理
懇
談
会
の
最
終
報
告
（
一
九
八
八
年
一
月
一
二
日
）
も
同
様
）
。

（
1
9
）
こ
の
帰
結
は
通
常
、
生
命
の
環
は
脳
の
死
に
よ
っ
て
も
切
断
さ
れ
る
か
ら
、
脳
死
は
死
で
あ
る
、
と
な
る
（
錫
谷
徹
「
死
の
判
定
に
関
す
る
私

 
見
」
日
本
医
事
新
報
三
〇
二
二
号
（
一
九
八
二
年
）
四
三
頁
以
下
、
同
「
脳
死
と
個
体
死
」
日
本
移
植
学
会
編
『
脳
死
と
心
臓
死
の
間
で
』
（
一

 
九
八
三
年
）
六
三
頁
以
下
。
な
お
、
こ
の
「
生
命
の
環
」
説
に
賛
意
を
示
す
も
の
と
し
て
、
町
野
朔
「
脳
死
論
の
覚
え
書
き
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
〇

 
四
号
（
一
九
八
八
年
）
六
二
頁
）
。

（
2
0
）
他
に
も
様
々
な
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
前
掲
日
本
法
医
学
会
脳
死
に
関
す
る
委
員
会
の
中
間
報
告
H
（
日
本
法
医
学
雑
誌
第
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四
二
巻
第
四
・
五
号
（
一
九
八
八
年
）
四
〇
七
頁
以
下
）
、
及
び
、
臨
時
脳
死
及
び
臓
器
移
植
調
査
会
審
議
だ
よ
り
第
四
号
（
一
九
九
一
年
三
月
）

 
一
四
八
頁
以
下
等
参
照
。

 
 
な
お
、
脳
死
説
を
否
定
す
る
結
論
に
至
る
見
解
と
し
て
、
死
と
は
全
身
の
血
液
循
環
の
停
止
で
あ
る
（
こ
れ
は
三
徴
候
説
に
連
な
る
考
え
方
で

 
あ
る
）
、
と
す
る
も
の
が
あ
る
（
魚
住
徹
「
脳
死
問
題
に
つ
い
て
」
臨
時
脳
死
及
び
臓
器
移
植
調
査
会
審
議
だ
よ
り
第
二
号
（
一
九
九
〇
年
一
一

 
月
）
三
二
頁
、
神
戸
生
命
倫
理
研
究
会
主
催
第
四
回
神
戸
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
脳
死
と
臓
器
移
植
を
め
ぐ
っ
て
”
医
学
界
の
合
意
は
可
能
か
”
」
新

 
医
療
一
九
九
〇
年
＝
月
号
一
〇
九
頁
〔
魚
住
徹
発
言
〕
等
）
。

（
2
1
）
ポ
ー
ル
・
ブ
リ
ッ
チ
ェ
（
佐
藤
登
志
郎
・
古
郡
悦
子
訳
）
・
前
掲
『
生
と
死
の
境
界
 
医
学
・
法
律
・
倫
理
か
ら
み
た
諸
問
題
』
（
一
九
八
五

 
年
）
二
八
頁
（
た
だ
し
、
原
著
者
自
身
の
見
解
で
は
な
く
、
ω
憂
目
の
見
解
の
引
用
）
、
O
一
日
σ
q
。
ひ
竃
Φ
凸
。
巴
U
＄
夢
”
ミ
b
」
曽
覧
○
同
ピ
・
即
Φ
＜
●

 
N
・
。
b
b
。
（
一
Φ
胡
）
旧
9
胃
。
p
 
［
Φ
σ
q
巴
u
Φ
匡
巳
ぎ
口
。
h
u
＄
登
ω
嵩
〉
目
巴
ω
○
隔
冨
。
Z
霧
図
。
鱒
》
。
巴
Φ
日
団
。
h
。
。
9
昌
8
ω
・
。
お
る
盟

 
（
一
㊤
↓
◎
◎
）
、
水
谷
弘
・
前
掲
『
脳
死
論
』
（
一
九
八
六
年
）
八
二
頁
、
町
野
朔
「
脳
死
・
臓
器
移
植
問
題
に
決
着
は
つ
い
た
か
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
四

 
二
五
号
（
一
九
九
〇
年
）
一
六
頁
、
魚
住
徹
「
第
三
回
脳
死
・
脳
蘇
生
研
究
会
に
つ
い
て
」
脳
神
経
外
科
第
一
八
巻
第
八
号
（
一
九
九
〇
年
）
六

 
九
〇
頁
、
同
・
前
掲
「
脳
死
問
題
に
つ
い
て
」
臨
時
脳
死
及
び
臓
器
移
植
調
査
会
審
議
だ
よ
り
第
二
号
（
一
九
九
〇
年
＝
月
）
三
二
頁
等
。

（
2
2
）
さ
ら
に
い
え
ば
、
そ
の
死
の
概
念
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
と
密
接
不
可
分
で
あ
る
と
こ
ろ
の
判
定
基
準
を
定
立
す
る
の
も
社
会
そ
の
も
の
で
あ

 
る
。
た
と
え
医
師
が
医
学
的
知
見
を
も
と
に
判
定
基
準
を
提
示
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
を
と
り
い
れ
る
か
否
か
を
決
定
す
る
の
は
社
会
そ
の
も
の

 
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
判
定
基
準
を
用
い
て
実
際
に
判
定
を
行
う
の
は
、
近
代
で
は
、
「
社
会
の
代
理
人
」
（
唄
孝
一
・
前
掲
『
脳
死
を
学
ぶ
』

 
（
一
九
八
九
年
）
＝
二
九
頁
）
た
る
医
師
で
あ
る
。
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三
 
死
の
概
念
の
考
察
（
二
）

以
上
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
死
の
概
念
-
特
に
社
会
的
な
死
の
概
念
一
を
探
る
。
さ
て
、
人
類
は
古
く
か
ら
埋
葬
の
習
慣
を
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
）

っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
人
類
は
漠
然
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
何
ら
か
の
死
一
特
に
こ
こ
で
は
人

九
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一
〇

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

間
の
死
一
の
概
念
を
も
っ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
で
は
、
そ
の
死
の
概
念
は
何
か
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
理
念
型
と
し
て
次
の

こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
死
は
生
の
否
定
概
念
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
標
語
的
に
い
え
ば
、
「
生
命
」
の
消
滅
な
の
か
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 

そ
れ
と
も
、
生
命
「
現
象
」
の
消
失
な
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
詳
述
す
れ
ば
、
目
に
み
え
な
い
「
生
命
」
と
い
う
も
の
が
存
在

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サ
イ
ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る
 

し
、
そ
の
消
滅
が
死
で
あ
り
、
生
命
「
現
象
」
の
消
失
は
「
生
命
」
消
滅
の
徴
候
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
る
の
か
（
人
類
は
そ
の
よ
う
に
考

え
て
き
た
の
か
）
、
そ
れ
と
も
、
死
は
、
生
命
「
現
象
」
の
消
失
、
正
確
に
は
、
「
生
き
て
い
る
」
（
人
体
と
い
う
構
造
が
存
在
し
、
か
つ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

機
能
し
て
い
る
）
と
い
う
現
象
（
な
い
し
事
象
）
の
消
失
-
換
言
す
れ
ば
、
生
体
機
能
の
停
止
や
生
体
構
造
の
崩
壊
と
い
う
現
象
（
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
し
事
象
）
1
と
考
え
る
の
か
（
人
類
は
そ
の
よ
う
に
考
え
て
き
た
の
か
）
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

 
前
述
の
よ
う
に
、
医
学
的
概
念
と
し
て
の
死
は
、
生
体
機
能
の
停
止
に
始
ま
り
全
細
胞
の
死
滅
に
よ
っ
て
完
結
す
る
と
こ
ろ
の
、
一
連

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

の
生
体
構
造
の
崩
壊
過
程
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
社
会
的
概
念
と
し
て
の
死
も
生
命
「
現
象
」
の
消
失
と
考
え

ら
れ
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
歴
史
的
に
、
ま
た
現
在
で
も
、
多
く
の
人
が
死
は
魂
が
肉
体
か
ら
永
久
的
に
離
脱
す
る
こ
と
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
る
と
考
え
て
い
る
（
い
た
）
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
二
者
択
一
と
す
る
な
ら
ば
、
人
類
は
、
「
生
命
」
の
消
滅
を
死
と
考
え
、
生

 
 
ヘ
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サ
イ
ン

命
「
現
象
」
の
消
失
は
そ
の
徴
候
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
て
き
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

 
こ
の
よ
う
な
目
に
み
え
な
い
「
生
命
」
と
い
う
も
の
の
存
在
を
措
定
す
る
こ
と
は
、
形
而
上
学
的
に
は
も
ち
ろ
ん
可
能
で
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
が
科
学
的
合
理
性
を
も
つ
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
こ
こ
で
い
う
「
生
命
」
は
一
つ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ

ば
、
死
一
「
生
命
」
の
消
滅
と
す
る
こ
と
も
】
つ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
死
1
1
「
生
命
」
の
消
滅
と
す
る
こ
と

は
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
死
を
一
点
に
お
い
て
認
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
が
ゆ
え
に
、
き
わ
め
て
有
用
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
い

い
う
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サ
イ
ン

 
で
は
、
そ
の
「
生
命
」
の
消
滅
と
は
具
体
的
に
何
な
の
か
。
そ
れ
は
、
い
つ
起
こ
る
の
か
。
人
類
は
人
間
の
肉
体
に
一
定
の
徴
候
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サ
イ
ン

三
徴
候
説
以
前
、
最
も
原
始
的
な
、
確
実
な
死
の
徴
候
は
腐
敗
で
あ
っ
た
ろ
う
一
が
あ
ら
わ
れ
る
と
そ
の
人
は
二
度
と
蘇
ら
な
い
と
い
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う
こ
と
を
、
経
験
的
に
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
、
肉
体
が
二
度
と
蘇
ら
な
い
1
不
帰
1
と
い
う
こ
と
が
ま
さ
に
「
生
命
」

の
消
滅
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
不
帰
の
点
-
蘇
生
不
可
能
点
（
b
。
ぼ
げ
。
h
ぎ
同
Φ
ε
3
）
-
の
通
過
に
よ
っ
て
起
こ
る
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
不
帰
」
と
い
う
こ
と
が
、
地
域
、
時
代
を
問
わ
な
い
、
ほ
ぼ
人
類
共
通
の
死
の
概
念
で
あ
る
の
で
は
な
か
ろ

 
（
”
）
Q

・
つ
カ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
が
り

 
と
こ
ろ
で
、
我
国
に
は
古
く
、
積
と
呼
ば
れ
る
風
習
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
死
体
（
一
応
、
死
体
と
目
さ
れ
る
も
の
、
と
い
う
べ
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
け
 

か
）
を
一
定
期
間
、
屋
内
に
と
ど
め
て
お
き
、
儀
式
、
行
事
等
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
残
の
風
習
は
、
古
代
の
人
々
が
、
死
（
打

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サ
イ
ン

「
生
命
」
の
消
滅
）
を
一
応
、
動
か
な
く
な
る
、
息
を
し
な
く
な
る
、
刺
激
に
反
応
し
な
く
な
る
な
ど
の
徴
候
に
よ
っ
て
判
定
す
る
が
、

真
の
死
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の
で
-
蘇
生
す
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
一
、
一
定
期
間
、
葬
儀
、
埋
葬
な
ど
を
行
う
の
を
侯
つ
た
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ね
 

の
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
、
古
代
日
本
人
が
死
を
不
帰
の
点
と
考
え
た
う
え
で
、
動
か
な
く
な
る
な

 
 
サ
イ
ン

ど
の
徴
候
が
あ
ら
わ
れ
て
か
ら
一
定
期
間
様
子
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
（
不
帰
の
点
）
を
判
定
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
推
測
せ

し
め
る
も
の
で
あ
る
。

 
さ
ら
に
は
、
近
代
以
前
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
埋
葬
前
（
と
き
に
は
埋
葬
後
）
の
蘇
生
が
多
か
っ
た
の
で
、
腐
敗
が
は
っ
き
り
起
こ
っ
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
 

と
い
う
証
拠
が
あ
ら
わ
れ
る
ま
で
死
体
を
仮
置
き
場
に
安
置
す
る
よ
う
に
し
て
い
た
国
も
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
も
我
国
の
場
合
と
同

様
、
死
が
不
帰
の
点
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
ρ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
 

 
現
代
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
三
徴
候
説
は
直
戴
に
不
帰
の
点
を
判
定
す
る
（
捕
捉
す
る
）
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ま
さ

に
、
死
が
不
帰
の
点
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。

 
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
不
帰
の
点
を
死
と
考
え
る
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
死
1
一
「
生
命
」
の
消
滅
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
上
に

成
り
立
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
死
“
不
帰
」
自
体
、
一
つ
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
有
用
な
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
動
か
な
く
な
り
刺
激
に
無
反
応
と
な
っ
た
肉
体
一
死
体
と
目
さ
れ
る
肉
体
1
に
つ
い
て
、
蘇
生

一
一
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一
二

 
 
 
 
 
あ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
 

し
て
欲
し
い
（
あ
る
い
は
、
蘇
生
す
る
か
も
知
れ
な
い
）
の
で
、
で
き
る
だ
け
遅
く
処
分
し
た
い
、
し
か
し
、
き
た
な
い
し
始
末
に
困
る

 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
処
分
し
た
い
、
と
い
う
相
反
す
る
二
つ
の
要
請
を
う
ま
く
調
整
す
る
も
の
で
あ
る
。

 
以
上
の
よ
う
に
、
死
の
社
会
的
概
念
は
少
な
く
と
も
論
理
的
、
抽
象
的
な
レ
ベ
ル
で
は
不
帰
の
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
感
覚

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サ
イ
ン

的
、
具
体
的
な
レ
ベ
ル
で
は
そ
う
と
は
い
い
き
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
現
実
に
は
、
不
帰
の
点
を
示
す
徴
候
そ
れ
自
体
-
動
か
な
く
な
，

る
、
息
を
し
な
く
な
る
、
冷
た
く
な
る
な
ど
一
あ
る
い
は
そ
れ
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
生
体
機
能
の
停
止
（
な
い
し
生
体
構
造
の
崩
壊
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り
 

そ
れ
自
体
一
心
臓
が
止
ま
る
、
腐
敗
す
る
な
ど
一
が
死
で
あ
る
と
考
え
る
人
が
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
死
を
こ
の
よ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

う
に
感
覚
的
に
と
ら
え
る
方
が
、
か
え
っ
て
、
死
の
実
体
的
理
解
と
し
て
は
、
よ
り
正
確
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
死
の
社
会

的
概
念
そ
れ
自
体
が
、
死
の
判
定
を
担
わ
さ
れ
た
一
種
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ゆ
え
に
、
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

く
ま
で
、
死
の
社
会
的
概
念
は
、
論
理
的
、
抽
象
的
レ
ベ
ル
で
と
ら
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
「
不
帰
」
で
あ
る
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

 
な
お
、
以
上
の
よ
う
に
、
死
の
社
会
的
概
念
は
「
不
帰
」
で
あ
る
と
い
え
よ
う
が
、
仮
に
、
不
帰
の
点
を
通
過
し
て
も
い
わ
ゆ
る
内
的

 
 
 
 
 
 
 
な
 

意
識
の
問
題
が
残
る
な
ら
ば
、
根
本
的
に
、
「
死
の
概
念
1
1
不
帰
」
自
体
の
妥
当
性
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
き
わ
め

て
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
自
然
科
学
的
解
明
を
倹
つ
ほ
か
な
い
。

（
1
）
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
も
葬
儀
（
ら
し
き
こ
と
）
を
行
い
、
埋
葬
し
て
い
た
と
い
う
（
医
科
慶
大
辞
典
〔
講
談
社
〕
1
8
（
一
九
八
二
年
）
二
二

 
七
頁
）
。

（
2
）
ア
ー
ル
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
（
太
田
富
雄
訳
）
『
脳
死
 
医
学
と
社
会
の
接
点
』
（
一
九
八
七
年
目
五
頁
は
、
古
代
人
の
埋
葬
習
慣
は
死
へ
の
関
心
の

 
高
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
す
る
。

（
3
）
こ
の
点
に
関
し
て
、
医
学
辞
典
、
生
物
学
辞
典
な
ど
で
は
両
者
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
生
物
学
辞
典
第
三
版
〔
岩
波
〕
（
一
九
八

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
三
年
）
は
、
死
は
「
生
物
が
そ
の
生
命
を
失
う
こ
と
」
と
し
、
岩
波
科
学
百
科
（
一
九
八
九
年
）
は
、
死
は
「
生
物
か
ら
生
命
現
象
が
な
く
な
る
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ヘ
 
 
へ

 
こ
と
」
と
し
、
医
学
生
物
学
大
辞
典
2
〔
メ
ヂ
カ
ル
フ
レ
ン
ド
社
〕
（
一
九
八
三
年
）
は
、
死
は
「
生
物
の
生
体
機
能
の
完
全
で
決
定
的
な
停
止
」

 
と
す
る
（
傍
点
筆
者
）
。
な
お
、
ブ
ラ
ッ
ク
の
法
律
学
辞
典
は
死
の
定
義
を
示
す
も
の
と
し
て
よ
く
引
用
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
①
「
生
命
」

 
の
停
止
と
②
す
べ
て
の
生
命
「
機
能
」
と
「
徴
候
」
の
永
久
的
停
止
の
両
者
が
並
置
さ
れ
て
い
る
（
一
九
九
〇
年
第
六
版
）
。

（
4
）
こ
れ
は
、
哲
学
（
生
命
論
）
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
生
気
論
的
な
考
え
方
で
あ
る
。
な
お
、
た
と
え
ば
、
三
木
敏
行
・
前
掲
「
死
の
判
定
」
木

 
村
尚
三
郎
編
『
生
と
死
■
』
（
一
九
八
四
年
）
一
五
一
頁
は
、
生
命
そ
の
も
の
の
有
無
を
医
学
的
に
認
識
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
て
、
生
命

 
現
象
が
現
わ
れ
て
い
る
か
ら
そ
の
人
に
は
生
命
が
あ
る
と
間
接
的
に
判
断
す
る
、
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
本
文
の
考
え
方
に
近
い
と
い
え
る

 
で
あ
ろ
う
。

（
5
）
た
と
え
ば
、
心
臓
機
能
の
停
止
、
脳
機
能
の
停
止
等
。

（
6
）
こ
れ
は
、
哲
学
（
生
命
論
）
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
機
械
論
的
な
考
え
方
で
あ
る
。
な
お
、
平
野
龍
一
・
前
掲
「
刑
法
に
お
け
る
『
出
生
』
と

 
『
死
亡
』
」
『
犯
罪
論
の
諸
問
題
㈲
』
（
一
九
八
二
年
）
二
六
九
頁
は
、
目
に
み
え
な
い
「
生
命
の
消
滅
」
と
い
う
こ
と
に
疑
問
を
呈
し
、
死
亡
も
出

 
生
と
同
じ
よ
う
に
生
理
的
な
現
象
で
あ
り
一
つ
の
過
程
で
あ
る
、
と
す
る
が
、
こ
れ
は
本
文
の
考
え
方
に
近
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
7
）
森
岡
正
博
「
死
の
定
義
の
諸
相
一
整
理
と
展
望
一
」
飯
田
・
加
藤
・
土
屋
編
『
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
の
展
望
』
（
一
九
八
六
年
）
一
六
七
頁

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
は
、
死
の
定
義
あ
る
い
は
決
定
に
つ
い
て
の
意
見
を
、
人
間
の
死
を
定
義
す
る
も
の
と
し
な
い
も
の
と
に
分
類
す
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
前
者
を

 
二
つ
に
分
類
し
、
そ
れ
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

 
 
「
㈲
人
間
の
死
を
『
観
察
で
き
な
い
あ
る
状
態
の
変
化
』
と
し
て
定
義
し
、
そ
の
状
態
の
変
化
を
確
か
め
る
た
め
の
基
準
と
し
て
具
体
的
な
生

 
理
学
的
基
準
を
規
定
す
る
。
観
察
で
き
な
い
あ
る
状
態
の
変
化
と
は
、
た
と
え
ば
魂
の
肉
体
か
ら
の
離
脱
と
か
、
自
我
意
識
の
消
滅
な
ど
で
あ

 
る
。
具
体
的
な
生
理
学
的
基
準
と
は
、
た
と
え
ば
心
臓
の
鼓
動
の
停
止
と
か
、
脳
幹
反
射
の
消
失
な
ど
で
あ
る
。
」
「
㈲
人
間
の
死
を
『
人
間
の
身

 
体
を
構
成
す
る
ひ
と
つ
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
臓
器
の
機
能
停
止
』
と
し
て
定
義
し
、
そ
の
機
能
停
止
を
確
か
め
る
た
め
の
基
準
と
し
て
具
体
的

 
な
生
理
学
的
基
準
を
規
定
す
る
。
」

 
 
こ
れ
は
本
文
の
記
述
と
ほ
ぼ
同
趣
旨
と
思
わ
れ
る
。

（
8
）
ロ
バ
ー
ト
・
ヴ
ィ
ー
チ
（
菊
地
恵
善
訳
）
「
死
の
定
義
-
倫
理
学
的
。
哲
学
的
・
政
策
的
混
乱
」
加
藤
尚
武
・
飯
田
亘
之
編
『
バ
イ
オ
エ
シ

 
ッ
ク
ス
の
基
礎
』
（
一
九
八
八
年
）
二
六
二
頁
、
佐
藤
裕
「
社
会
的
立
場
か
ら
見
た
人
間
の
生
と
死
」
日
野
原
重
明
・
山
本
俊
一
編
『
死
生
学
第

 
 
一
嘗
』
（
一
九
八
八
年
）
五
八
頁
。
他
に
、
石
上
堅
『
生
と
死
の
民
俗
』
（
一
九
七
七
年
）
一
六
五
頁
、
佐
々
木
宏
幹
「
死
の
民
俗
一
”
死
”
を

 
め
ぐ
る
宗
教
的
ド
ラ
マ
の
諸
相
1
」
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
デ
ー
ケ
ン
他
『
死
を
考
え
る
』
（
一
九
八
六
年
）
一
五
三
頁
以
下
等
参
照
。
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（
9
）
こ
の
概
念
規
定
は
ト
ー
ト
ロ
ギ
ッ
シ
ュ
だ
が
、
歴
史
的
に
、
少
な
く
と
も
近
現
代
以
前
に
は
、
人
類
は
死
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
の
論
理
的
、
実

 
体
的
な
認
識
一
た
と
え
ば
何
ら
か
の
生
体
機
能
の
停
止
が
死
で
あ
る
と
か
一
は
も
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
 
な
お
、
死
が
不
帰
の
点
で
あ
る
こ
と
に
言
及
す
る
も
の
と
し
て
以
下
の
も
の
が
あ
る
（
た
だ
し
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
理
由
は
付
さ
れ
て
い
な

 
い
）
。
加
藤
一
郎
・
前
掲
「
心
臓
移
植
手
術
を
め
ぐ
る
問
題
点
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
〇
七
号
（
一
九
六
八
年
）
六
六
頁
、
植
村
研
一
「
一
脳
外
科
医

 
は
脳
死
を
こ
う
考
え
る
」
中
央
公
論
一
九
八
七
年
五
月
号
二
一
七
頁
、
同
「
脳
幹
死
を
も
っ
て
人
間
の
死
と
定
義
す
る
と
明
言
す
べ
き
で
あ
る
」

 
厚
生
一
九
九
〇
年
六
月
号
二
四
頁
、
加
藤
一
増
高
『
脳
死
・
臓
器
移
植
と
人
権
』
〔
増
補
版
〕
（
一
九
八
九
年
）
＝
五
頁
（
竹
内
一
夫
発
言
）
、

 
小
田
直
樹
「
死
亡
概
念
に
つ
い
て
（
三
・
完
）
」
広
島
法
学
第
一
三
巻
第
三
号
（
一
九
八
九
年
）
一
二
三
頁
、
太
田
宗
夫
「
脳
死
の
定
義
と
判
定

 
法
」
か
ら
だ
の
科
学
一
五
五
号
（
一
九
九
〇
年
）
八
七
頁
等
。

 
 
さ
ら
に
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
斉
藤
隆
雄
「
脳
死
・
臓
器
移
植
論
議
に
提
起
す
る
も
の
」
新
医
療
一
九
九
一
年
二
月
号
二
四
頁
は
、
死
は
不
帰

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
の
点
（
O
o
一
宇
o
h
口
。
お
“
ロ
ヨ
）
で
は
な
い
旨
述
べ
る
が
、
そ
れ
は
、
「
不
帰
」
の
概
念
を
広
く
と
り
す
ぎ
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

 
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
例
（
事
故
な
ど
で
致
命
傷
を
負
っ
て
短
時
間
で
死
ぬ
こ
と
が
確
実
だ
が
意
識
が
あ
る
と
い
う
例
）
は
そ
も
そ
も
「
不

 
帰
」
の
範
疇
に
は
入
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
以
下
も
同
様
。
西
岡
芳
樹
「
脳
死
・
臓
器
移
植
の
法
的
問
題
点
に
つ
い
て
」
臨
時
脳
死
及
び
臓
器
移
植
調

 
査
会
審
議
だ
よ
り
第
三
号
（
一
九
九
一
年
二
月
）
二
九
頁
、
立
花
隆
「
脳
死
・
臓
器
移
植
の
諸
問
題
に
つ
い
て
」
臨
時
脳
死
及
び
臓
器
移
植
調
査

 
会
審
議
だ
よ
り
第
三
号
（
一
九
九
一
年
二
月
）
六
三
頁
、
丸
山
英
二
「
脳
死
臨
調
中
間
意
見
に
対
す
る
若
干
の
感
想
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
八
七
号

 
（
一
九
九
一
年
）
一
七
頁
。

（
1
0
）
日
本
書
紀
に
は
八
日
八
夜
、
魏
志
倭
人
伝
、
後
漢
書
倭
伝
に
は
十
余
日
、
階
書
倭
国
伝
に
は
三
年
（
貴
人
の
場
合
）
と
あ
る
。
身
分
の
高
い
人

 
ほ
ど
長
い
と
さ
れ
て
い
る
（
大
場
磐
雄
「
葬
制
の
変
遷
」
竹
内
理
三
編
『
古
代
の
日
本
2
風
土
と
生
活
』
（
一
九
七
一
年
）
一
六
四
頁
）
。
死
体
は

 
腐
敗
し
た
と
推
測
さ
れ
る
（
大
場
・
前
掲
書
一
六
六
頁
参
照
）
。

 
 
な
お
、
大
場
・
前
掲
書
一
六
三
頁
は
、
こ
の
一
定
期
間
は
生
死
不
明
の
期
間
を
意
味
す
る
と
す
る
。
ま
た
、
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
監
修
『
日

 
本
民
俗
資
料
事
典
』
三
一
四
頁
（
大
間
知
篤
三
）
は
、
魂
の
帰
来
を
祈
り
つ
つ
、
死
の
確
認
に
至
る
期
間
、
と
す
る
。

（
1
1
）
積
は
日
本
だ
け
で
な
く
、
中
国
湖
南
地
方
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
分
布
す
る
と
い
う
（
渡
部
豊
夫
監
修
『
死
学
』
（
一
九
八
八
年
）

 
 
一
〇
四
頁
）
。
な
お
、
通
夜
は
積
の
風
習
が
受
け
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
佐
々
木
宏
幹
・
前
掲
「
死
の
民
俗
一
”
死
”
を
め
ぐ
る

 
宗
教
的
ド
ラ
マ
の
諸
相
1
」
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
デ
ー
ケ
ン
『
死
を
考
え
る
』
（
一
九
八
六
年
）
一
五
八
、
一
五
九
頁
、
池
田
大
作
「
脳
死
問
題

 
に
関
す
る
一
考
察
②
」
東
洋
学
術
研
究
第
二
七
巻
第
一
号
（
一
九
八
八
年
）
一
四
三
、
一
四
四
頁
）
。
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（
1
2
）
池
田
大
作
・
前
掲
「
脳
死
問
題
に
関
す
る
一
考
察
②
」
東
洋
学
術
研
究
第
二
七
巻
第
一
号
（
一
九
八
八
年
）
一
四
三
、
一
四
四
頁
は
、
古
く
は

 
死
者
が
残
の
期
間
中
に
蘇
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
す
る
。
ま
た
、
深
目
倭
人
伝
の
記
述
（
始
死
停
喪
十
余
日
、
当
時
不
食

 
肉
、
喪
主
嬰
泣
、
他
人
就
歌
舞
飲
酒
）
に
関
し
て
、
山
本
俊
一
「
日
本
人
の
死
生
観
」
日
野
原
重
明
・
山
本
俊
一
編
『
死
生
学
第
一
集
』
（
一
九

 
八
八
年
）
二
九
、
三
〇
頁
は
、
死
亡
が
単
な
る
仮
死
で
は
な
く
て
真
の
死
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
さ
ら
に

 
は
、
水
谷
弘
・
前
掲
『
脳
死
論
』
（
一
九
八
六
年
）
一
八
頁
は
、
残
に
は
、
ど
こ
ま
で
待
っ
た
ら
も
う
生
き
返
る
こ
と
が
な
い
の
か
戸
惑
っ
た
先

 
祖
の
気
持
ち
が
反
映
し
て
い
る
、
と
い
う
。

 
 
他
に
、
日
本
書
紀
の
記
述
（
便
造
喪
屋
而
残
罪
、
…
…
而
八
日
八
夜
、
哺
突
悲
歌
）
に
関
し
て
、
佐
藤
米
司
「
生
と
死
」
竹
田
旦
編
『
日
本
民

 
俗
学
講
座
2
社
会
伝
承
』
（
一
九
七
六
年
）
三
＝
頁
は
、
残
は
亡
き
人
の
鎮
魂
と
蘇
生
を
願
望
し
て
行
わ
れ
た
と
す
る
。

（
1
3
）
ア
ー
ル
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
（
太
田
富
雄
訳
）
・
前
掲
『
脳
死
 
医
学
と
社
会
の
接
点
』
（
一
九
八
七
年
）
六
頁
。

（
1
4
）
小
田
直
樹
・
前
掲
「
死
亡
概
念
に
つ
い
て
（
三
・
完
）
」
広
島
法
学
第
一
三
巻
第
三
号
（
一
九
八
九
年
置
一
二
三
頁
。

（
1
5
）
蘇
生
願
望
は
昔
か
ら
あ
っ
た
。
積
や
、
各
地
の
民
俗
に
残
る
い
わ
ゆ
る
「
魂
呼
ば
い
」
の
風
習
は
そ
れ
を
示
す
。

（
1
6
）
佐
藤
裕
・
前
掲
「
社
会
的
立
場
か
ら
見
た
人
間
の
生
と
死
」
日
野
原
重
明
・
山
本
俊
一
編
『
死
生
学
第
一
集
』
（
一
九
八
八
年
）
五
八
頁
は
、

 
死
体
の
醜
悪
な
様
相
は
誰
に
と
っ
て
も
忍
び
難
い
も
の
が
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
波
平
恵
美
子
『
脳
死
・
臓
器
移
植
・
が
ん
告
知
』
（
一
九
八
八

 
年
）
五
五
頁
も
、
死
体
が
一
定
の
場
合
に
嫌
わ
れ
、
早
め
に
埋
葬
、
火
葬
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
る
。

 
 
な
お
、
柳
田
國
男
も
、
遺
体
を
、
「
き
た
な
き
物
で
あ
り
、
始
末
に
困
る
」
も
の
で
あ
っ
た
と
し
、
さ
ら
に
、
「
で
き
る
だ
け
早
く
片
付
け
よ
う

 
と
し
た
こ
と
は
、
む
し
ろ
常
理
に
近
く
ま
た
風
情
に
富
む
所
業
だ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
『
新
編
柳
田
國
男
集
』
第
五
巻
（
一
九
七
八
年
）
三

 
五
八
頁
）
。

（
1
7
）
特
に
あ
る
一
定
の
死
の
判
定
方
法
が
社
会
に
定
着
し
、
そ
れ
が
変
化
せ
ず
長
く
行
わ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
傾
向
は
強
ま
る
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に

 
三
徴
候
説
が
そ
の
例
で
あ
る
。
な
お
、
本
文
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
血
圧
、
脈
拍
、
体
温
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
璽
劔
懲
が
あ
る
人
を
な
ぜ
死
ん
だ

 
と
い
え
る
の
か
（
神
戸
生
命
倫
理
研
究
会
第
三
回
神
戸
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
脳
死
と
臓
器
移
植
を
考
え
る
田
」
新
医
療
一
九
九
〇
年
七
月
号
四
一
頁

 
〔
加
藤
良
夫
発
言
〕
、
ほ
ぼ
同
旨
、
加
賀
乙
彦
・
本
田
勝
紀
・
前
掲
「
『
脳
死
』
か
『
心
臓
死
』
か
」
（
連
載
「
脳
死
を
考
え
る
」
第
六
回
）
世
界
一

 
九
九
〇
年
一
月
号
三
四
〇
頁
〔
本
田
発
言
〕
）
と
い
う
疑
問
と
表
裏
一
体
の
も
の
で
あ
る
。

（
1
8
）
な
ぜ
な
ら
、
自
然
科
学
的
（
生
物
学
的
、
医
学
的
）
に
は
、
死
は
生
体
機
能
の
停
止
に
始
ま
る
一
連
の
生
体
構
造
の
崩
壊
過
程
で
あ
る
か
ら
。

（
1
9
）
立
花
隆
『
脳
死
』
（
一
九
八
六
年
）
二
九
～
三
二
頁
、
一
四
二
～
一
四
五
頁
、
三
〇
一
～
三
一
六
頁
、
同
・
前
掲
「
脳
死
・
臓
器
移
植
の
諸
問
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一
六

題
に
つ
い
て
」
臨
時
脳
死
及
び
臓
器
移
植
調
査
会
審
議
だ
よ
り
第
三
号
（
一
九
九
一
年
二
月
）
六
六
、
六
七
頁
。
（
た
だ
し
、

な
見
解
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
水
谷
弘
・
前
掲
『
脳
死
と
生
命
』
（
一
九
八
八
年
）
三
六
頁
以
下
等
）
。

立
花
説
に
否
定
的

四
 
お
わ
り
に
1
脳
死
説
の
位
置
づ
け
一

1991年12月 粟屋 剛：死の概念

 
さ
て
、
前
述
の
よ
う
に
死
の
社
会
的
概
念
が
「
不
帰
」
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
脳
死
説
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

脳
死
説
が
死
の
社
会
的
概
念
-
不
帰
1
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
な
く
、
脳
死
を
死
の
判
定
基
準
と
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

そ
れ
は
、
不
帰
の
点
を
判
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
三
徴
候
説
と
医
学
的
に
同
等
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
ヘ
 
へ

る
。
す
な
わ
ち
、
脳
死
説
に
は
一
応
の
合
理
性
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
そ
う
だ
と
し
て
も
、
臓
器
移
植
医
療
の
推
進
、
生
命

維
持
治
療
の
中
止
あ
る
い
は
脳
死
身
体
の
各
種
利
用
な
ど
と
い
う
特
定
の
意
図
、
目
的
を
捨
象
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
あ
え
て
新
た
な
死

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
ヘ
 
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 

の
判
定
基
準
を
定
立
す
る
（
社
会
が
受
け
入
れ
る
）
 
 
脳
死
を
死
の
判
定
基
準
と
す
る
 
 
必
然
性
は
存
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
す
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ぞ
 

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
脳
死
と
判
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
治
療
義
務
が
な
く
な
る
か
ら
、
医
師
は
そ
の
時
点
で
生
命
維
持
装
置
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
り
は
ず
し
、
心
臓
停
止
等
、
三
徴
候
を
確
認
し
た
う
え
で
死
を
認
定
、
宣
告
す
れ
ば
済
む
か
ら
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
最
後
に
重
要
な
点
を
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
「
脳
死
は
医
学
的
に
は
死
で
あ
る
」
と
い
う
テ
～
ぜ
に

つ
い
て
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
脳
死
説
は
三
徴
候
説
と
医
学
的
に
同
等
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
そ
う
だ
と
し
て
も
、
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
脳
死
が
医
学
的
に
ア
プ
リ
オ
リ
に
死
で
あ
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
脳
死
説
評
価
の
基
準
と
な
る
べ
き
人
間

の
死
の
概
念
は
、
た
と
え
そ
れ
が
医
学
的
知
見
を
基
礎
と
す
る
も
の
，
で
あ
っ
て
も
、
も
と
も
と
社
会
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
社
会
的
概

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

念
と
し
て
の
死
が
一
種
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
不
帰
」
（
1
1
「
生
命
」
の
消
滅
）
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
は
じ
め
て
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第36号

脳
死
説
は
正
当
化
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
そ
れ
は
三
徴
候
説
も
同
様
で
あ
る
が
）
。

 
し
た
が
っ
て
、
医
学
的
に
当
然
に
死
で
あ
る
も
の
を
、
社
会
が
啓
蒙
さ
れ
受
け
入
れ
る
、
と
い
う
意
味
で
の
社
会
的
合
意
が
要
求
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
「
脳
死
は
医
学
的
に
は
死
で
あ
る
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
は
、
社
会
的
合
意
を
得
や
す
く
す

る
た
め
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

徳山大学論叢

（
1
）
脳
死
説
が
死
の
概
念
自
体
の
変
更
を
せ
ま
る
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
死
の
判
定
基
準
の
変
更
に
と
ど
ま
る
も
の
な
の
か
は
、
現
在
も
な
お
同

 
説
を
め
ぐ
る
争
点
の
一
つ
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

（
2
）
た
だ
し
、
社
会
的
に
同
等
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
三
徴
候
説
が
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
、

 
定
着
し
て
き
た
の
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
不
帰
の
点
を
正
確
に
判
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
判
定
自
体
が
容
易
で
あ

 
る
と
い
う
こ
と
や
そ
れ
が
素
人
に
も
わ
か
り
や
す
い
と
い
う
こ
と
な
ど
の
た
め
で
あ
る
が
、
脳
死
説
に
は
そ
れ
が
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は

 
脳
死
説
に
と
っ
て
本
質
的
な
欠
陥
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

 
 
な
お
、
三
徴
候
説
に
よ
る
死
の
判
定
の
わ
か
り
や
す
さ
、
及
び
脳
死
に
よ
る
死
の
判
定
の
わ
か
り
に
く
さ
を
説
く
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ば
、

 
平
川
彰
「
脳
死
と
仏
教
」
仏
教
別
冊
4
『
脳
死
・
尊
厳
死
』
（
一
九
九
〇
年
）
五
五
、
五
六
頁
。

（
3
）
中
山
研
一
「
脳
死
問
題
に
お
け
る
慎
重
論
に
学
ぶ
」
か
ら
だ
の
科
学
一
五
五
号
（
一
九
九
〇
年
）
九
六
頁
は
、
脳
死
体
の
移
植
と
い
う
要
請
さ

 
え
な
け
れ
ば
、
い
ま
た
だ
ち
に
、
脳
死
を
人
の
死
と
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
実
際
上
の
必
要
は
な
い
、
と
す
る
。

（
4
）
丸
山
英
二
「
脳
死
説
に
対
す
る
若
干
の
疑
問
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
四
四
号
（
一
九
八
五
）
五
七
頁
。

（
5
）
加
茂
直
樹
『
生
命
倫
理
と
現
代
社
会
』
（
一
九
九
一
年
）
一
一
〇
頁
。
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